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第

回

現
代
詩
／
詩
論
研
究
会
・
夏
の
大
合
宿

報
告
資
料
（
平

・
８
・

於

仏
教
大
学
二
条
キ
ャ
ン
パ
ス
）

17

2016

28

29

【
大
岡
信
の
初
期
詩
論
】

宮
崎

真
素
美
（
愛
知
県
立
大
学
）

■
大
岡
信
と
谷
川
俊
太
郎

①
谷
川
俊
太
郎×
三
浦
雅
士
「
対
談

詩
人
ふ
た
り
」
（
『
大
岡
信
の
詩
と
真
実
』
平

・
６

岩
波
書
店
）

28

［
言
葉
が
好
き
／
好
き
じ
ゃ
な
い
］

「

」
（
谷
川
）

［
学
校
が
好
き
／
嫌
い
］

「

」
（
谷
川
）

［
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
暗
さ
］

「

」
（
谷
川
）

「

」

［
美
術
／
音
楽
］

「

」
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［
歴
史
の
中
の
一
点
／
地
理
の
中
の
一
点
］

「

」

②
谷
川
俊
太
郎×

大
岡
信
『
批
評
の
生
理
』（
エ
ナ
ジ
ー
対
話
８

昭

・
９

エ
ッ
ソ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
広
報
部
、
の
ち
、

52

思
潮
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
［
大
岡

谷
川

対
話
選
Ⅱ
］
平

・

思
潮
社
）

16

11

［
時
代
へ
の
反
応
速
度
］
（
「
ま
え
が
き
の
章

他
者
お
よ
び
趣

味
の
こ
と

い
つ
で
も
現
在
た
だ
い
ま
が
面
白
か
っ
た
」
）

テ
イ
ス
ト

「

」

「

」
（
大
岡
）

［
批
評
の
基
準
］
（
「
ま
え
が
き
の
章

他
者
お
よ
び
趣

味
の
こ
と

皿
小
鉢
か
ら
詩
の
一
篇
ま
で
即
座
に
好
き
嫌
い
が
あ
る
」
）

テ
イ
ス
ト

「

」
（
谷
川
）

「

」
（
谷
川
）
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［
作
者
の
恒
常
的
要
素
へ
の
到
達
］
（
「
１
の
章

谷
川
俊
太
郎
を
読
む

詩
集
『
定
義
』
及
び
『
夜
中
に
台
所
で
ぼ
く
は
き
み
に
話

し
か
け
た
か
っ
た
』
）

「

」
（
大
岡
）

③
谷
川
俊
太
郎×

三
浦
雅
士
「
対
話

調
べ
の
世
界
へ
」
（
「
萩
原
朔
太
郎
研
究
会
会
報SA

K
U

」

号

平

・
５
）

81

28

［
女
性
的
／
男
性
的
］

「

」

④
三
浦
雅
士
「
大
岡
信
・
谷
川
俊
太
郎

対
照
年
表
」
（
抜
）
（
『
大
岡
信
の
詩
と
真
実
』
平

・
６

岩
波
書
店
）

28
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⑤
三
浦
雅
士
「
大
岡
信
の
時
代
」
第
３
回
（
「
大
岡
信
こ
と
ば
館
便
り
」
第
３
号

平

・
７
）

22

「
一
九
六
〇
年
代
の
実
感
と
し
て
言
え
ば
、
大
岡
信
は
批
評
家
で
あ
り
、
谷
川
俊
太
郎
は
詩
人
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
に
入
っ
た
段

階
で
、
と
い
う
こ
と
は
こ
ち
ら
が
『
ユ
リ
イ
カ
』
の
編
集
者
と
し
て
二
人
と
じ
か
に
お
付
合
い
で
き
る
よ
う
に
な
り
作
品
に
つ
い
て

も
さ
ら
に
深
く
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
が
、
評
価
が
ま
っ
た
く
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
実
際
に
は
、
谷
川
俊
太

郎
の
ほ
う
が
批
評
家
と
い
う
か
思
想
家
で
あ
り
、
大
岡
信
の
ほ
う
が
詩
人
な
の
で
あ
る
。
―
―
谷
川
さ
ん
に
は
じ
つ
は
父
上
の
谷
川

徹
三
さ
ん
以
上
に
哲
学
者
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
詩
は
概
念
的
に
明
晰
で
あ
り
、
つ
ね
に
立
体
的
に
把
握
で
き
る
。
大
岡
さ
ん

の
詩
は
そ
う
で
は
な
い
。
概
念
的
に
明
晰
と
い
う
よ
り
は
、
肉
感
的
か
つ
多
義
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
岡
さ
ん
に
も
谷
川
さ
ん
に
も

何
度
か
お
話
し
し
た
こ
と
だ
が
、
谷
川
さ
ん
に
と
っ
て
言
葉
は
あ
く
ま
で
も
言
葉
な
の
で
あ
り
（
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
事
実
だ
、

谷
川
さ
ん
の
決
定
的
な
言
葉
は
「
さ
え
ぎ
る
な
！

言
葉
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
谷
川
俊
太
郎
と
言
葉
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
誰
か
が
真
正
面
か
ら
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
）
、
他
方
、
大
岡
さ
ん
に
と
っ
て
言
葉
は
む
し
ろ
物
（
触
り
触
ら
れ
る
対

象
）
な
の
だ
。
こ
の
二
人
の
詩
人
が
同
時
代
に
存
在
し
、
活
躍
し
た
と
い
う
こ
と
は
日
本
文
学
史
上
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
だ
と

思
う
。
」

■
詩
学

⑥
「
詩
の
条
件
」
（
「
詩
学
」
昭

・

）

29

12

「
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」

「

」

「

」

「
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」

「

」」

「

」

「

」

「

」

「
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」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「
」

」

⑦
「
純
粋
に
つ
い
て
」
（
「
葡
萄
」
昭

・
４
）

30

「

」
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「

」

⑧
鈴
木
惠
治
「
詩
と
は
何
か
―
大
岡
信
論
」
（
『
現
代
詩
読
本

大
岡
信
』
平
４
・
８

思
潮
社
）

「

「

」

」
（
＊
詩
「
さ
わ
る
」
）

⑨
郷
原
宏
「
割
れ
な
い
卵

大
岡
信
論
の
た
め
の
エ
ス
キ
ス
」
（
「
詩
と
思
想
」
昭

・
１
）

54

「

」

■
鮎
川
信
夫
／
荒
地

⑩
「
鮎
川
信
夫
ノ
ー
ト
」
（
「
詩
学
」
昭

・
５
）

29

「

」

「

」

「

」
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「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「
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」

⑪
石
田
瑞
穂
「
感
受
性
の
苛
烈

『
記
憶
と
現
在
』
へ
」
（
「
現
代
詩
手
帖
」
平

・
２
）

15

「

」

」

「

」

⑫
「
曖
昧
さ
の
美
学
」
（
「
文
学
界
」
昭

・

）

36

10

「

」

⑬
「
菱
山
修
三
論
」
（
「
現
代
文
学
」
昭

・

）

26

11

「

」



- 11 -

「

」

⑭
郷
原
宏
「
割
れ
な
い
卵

大
岡
信
論
の
た
め
の
エ
ス
キ
ス
」
（
「
詩
と
思
想
」
昭

・
１
）

54

「

「

」

「

」

「

」

」

「」
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■
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

⑮
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
（
「
美
術
批
評
」
昭

・
６
）

31

「

」

「

」

「

」

⑯
「
自
動
記
述
の
諸
相
」
（
「
み
づ
ゑ
」
昭

・
６
）

32

「

」

■
日
本
浪
曼
派
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム

⑯
「
保
田
與
重
郎
ノ
ー
ト
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭

・
８
～

）

33

12

「

」

「

」
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「

」

「

」

「「

」

」

「

」

「

」

「

「

」
」
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「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」
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⑰
磯
田
光
一
「
方
法
と
し
て
の
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
」

⑱
岡
本
勝
人
「
大
岡
信
論
序
説
」

（
『
現
代
詩
読
本

大
岡
信
』
平
４
・
８

思
潮
社

）

（
『
現
代
詩
読
本

大
岡
信
』
平
４
・
８

思
潮
社

）

「

「

」

」

⑲
小
野
二
郎
「
抒
情
の
批
判
―
日
本
的
美
意
識
の
構
造
試
論
」
（
「
国
文
学
」
昭

・
９
）

50

「

「

（
＊
⑳
）

」「

」

」

⑳
三
島
由
紀
夫
「
現
代
と
の
不
気
味
な
暗
合
―
大
岡
信
著
「
抒
情
の
批
判
」
」
（
「
東
京
新
聞
」
（
夕
刊
）
昭

・
５
・

）

36

17

「

」
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㉑
浜
崎
洋
介
「
大
岡
信
と
保
田
與
重
郎
「
日
本
的
美
意
識
」
と
い
う
問
題

」（
「
大
岡
信
こ
と
ば
館
便
り
」
第

号

平

・
３
）

11

25

「

」

㉒
「
戦
争
前
夜
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
「
新
領
土
」
を
中
心
に
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭

・

）

35

12
「

」

「
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」

「

」

「

」

㉓
「
戦
争
下
の
青
年
詩
人
た
ち
―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
黒
い
歌
」
（
「
文
学
」
昭

・

）

36

12

「

」
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「

」

「

（
＊
）

」
（
＊
鮎
川
信
夫
「
十
二
月
の
椅
子
」
）

「

」

㉔
大
塚
常
樹
「
昭
和
四
十
年
代
の
詩
論
―
大
岡
信
『
超
現
実
と
抒
情
』
―
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」
平
８
・
２
）

「

」

㉕
村
山
龍
「
大
東
亜
共
栄
圏
と
い
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
（
「
近
代
文
学
合
同
研
究
会
論
集
」
平

・
１
）

28

「

」
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「

」

「

」

「

」

＊
大
岡
信
著
作
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
大
岡
信
著
作
集
』

第
４
巻
、
第
５
巻
（
青
土
社

昭

）
に
よ
る
。

52


